
令和５年度 江東中学校 学校評価 評価期間：令和５年４月１日～令和５年１２月３１日

評価基準 A 十分達成できた B ほぼ達成できた C あまり達成できなかった D 全く達成できなかった

中期
 目標

短期目標 評価の観点

目標達成のための具体的方策
担当
 分掌

〇主担当
 副担当

評価方法
 （評価アンケート） その他の

 評価方法

自己評価

改善の方向性

学校関係者評価委員評価

備考

だれがいつ どのように 生徒保護者教職員 評価 達成状況 評価 所 見

（１）学
力の育

成

授業改善と教
科指導の充実

各教科のアクション
プランに基づき、授
業改善および指導
の工夫がなされて
いる。

全教職員年間

・生徒同士がお互いにかかわりあ
いながら学び活動する場面を設
定する。
 ・生徒の振り返りの場面を確保
し、学習内容の定着を図る。

1 研究 大塚
1
 2
 3

1

・国・県の学力調査

B

・各教科のアクションプランに基づき、授業改善および指導の
工夫がなされた。生徒同士の協働の学びを取り入れた授業や
振り返りの持ち方の工夫により、一定の成果が見られた。
・振り返りについての意識は、教員は高く生徒は低い。１学期
よりも２学期は改善されたが、教員と生徒の意識には未だ差
がある。

・各教科が生徒の実態をみとりながら授業改善を
し、学力育成に繋げる。
・各教科が「振り返り」の方法やあり方を検討し、
教員間で共通認識をもって設定していくことで、学
習内容を定着させ、生徒自身が学びを調整してい
く力に繋げていく。

B

生徒同士がお互いに関わり合い
ながら切磋琢磨するのはとても
良いことだ。生徒の意識が上がっ
てきているので、生徒と先生との
意識の差がなくなるように今後も
継続して指導してほしい。また、
振り返りの持ち方を工夫し成果が
あったことは評価できる。 ・行事

 ・授業公開日

・国・県の学力調査

全教職員年間

・授業公開などの機会に指導主
事の研修を設定し、全教職員でう
ける。
 ・研修の成果を自分の実践につ
なげたり、校内に伝達したりする。

2 研究 大塚 A
・研究主題に係る校内研究授業では、指導主事や管理職を入
れて丁寧に協議を重ね、協議の内容を職員会で共有すること
で教員全体の授業改善に繋げた。

・今後はICTにかかる授業研究を進め、教員全体
の更なる授業改善に繋げていく。

A

現代社会が急速にデジタル化し
ている中で、ICT（情報通信技術）
を活用した教育の重要性が高
まっている。ICT教育を通じて生
徒たちに豊かな学習機会を提供
し、未来への一歩を踏み出す手
助けを今後も継続してほしい。

・行事
 ・授業公開日

個に応じた支
援の充実

生徒一人一人の教
育的ニーズに応じ
た支援が図られて
いる。

全教職員年間

・職員朝礼で、全教職員で生徒に
ついての情報を共有する時間を
設ける。
 ・毎週の生徒指導部会で、個に
応じた指導・支援を図る。

3

生徒
指導
 特支

C

○酒井
 服部

4

3
 4
 5
 6

A

・職員朝礼が週2回になったが、学年部会や2週に1回の生徒
指導部会等を活用して情報共有をし、個に応じた適切な支援
を行うことができた。
・学年部・生徒指導部と特別支援コーディネーターとの連携に
よって、個に応じた指導・支援を行うことができた。

・継続して生徒指導部学年部が連携することで、
生徒についての情報共有を行い、個に応じた支
援・指導を行っていく。

A
少人数の利を生かし、学校全体
できめ細やかな個別の支援・指
導を今後も継続してほしい。

・学校便り

学習習慣の定
着

KST（江東サポート
タイム）の時間を大
切にし、基礎・基本
の定着と学習習慣
の定着が図られて
いる。

全教職員年間

・KSTについては、教員が丁寧に
指導にあたり、集中した学習の時
間を過ごせるようにする。
 ・個々の実態に即した支援の仕
方を工夫する。

4
研究
 学力
育成

大塚 5 1
 2 2 ・国・県の学力調査意識調

査
A

・KSTの時間には教員が丁寧に指導にあたり、生徒が落ち着
いて学習に向かう時間を過ごせた。一人一人に適切な支援が
できた。

・今後はさらに個々の実態に即した支援の仕方を
考えていく。
・また、黙々と学習するだけではなく、学習に関す
る情報共有や学びあいにも繋げていく。

A

KSTは個々の生徒の学習習慣の
定着に必要であり、適した支援の
場であると評価できる。中間・期
末等のテスト前にはもう少し機会
を増やしてほしい。また、生徒の
得意分野や不得意分野に寄り添
い、学力向上の指導・支援をして
ほしい。

・学校便り

（２）人
間力の
育成

仲間づくりの
充実

主体的で協力的な
生徒会活動ができ
ている。

全教職員年間

・生徒会活動や縦割り班での活
動を通して、他者との関りの中で
主体的な活動の場面を設定す
る。

5
生徒
指導
 生徒
会

石川
6
 7

3
 4 7 Ａ

・体育祭では実行委員生徒を中心にスムーズな運営を行うこと
ができた。その他の活動においても、他学年の生徒との関わり
の中でそれぞれの役割を果たすことができた。

・新生徒会組織でも、引き続き他者との関わりを
深める活動を設定していきたい。

A

色々な考えや方法がある中、他
者との関りを持ちながら、自分の
考えをもって活動ができるように
今後も指導してほしい。

・行事
 ・授業公開日
 ・学校便り

学校行事の充実を
図っている。

全教職員年間
・体育祭や音楽祭、修学旅行など
の学校行事でねらいを明確にし、
達成感をあじわわせる。

6 教務
 総括

松島 6 8
 9

・行事後の振り返り
 ・アンケートＱ-Ｕ A

・各行事の前には生徒とともにねらいを確認して臨むことがで
きた。体育祭の前には各自が自分の目標を立て、振り返りに
おいても、当日出席した全ての生徒が自分の目標に対する達
成度について「よくできた」「できた」と回答していことから、生徒
は高い達成感をもつことができた。その他の行事の振り返りで
も、満足度の高い自己評価の記述がみられる。

・事前の目標立ては今後も続け、生徒が自分の
努力することを意識して行事に臨めるような指導
を継続する。

A

学校行事を通じて、計画し実行す
る事で、できたという達成感を育
んだことは素晴らしい。さらに能
動的に考えて自ら行動できるよに
指導してほしい。

・行事

人権教育の充
実

生徒の人権意識の
高揚を図っている。

全教職員年間

・人権集会に向けた取組を計画
的に行う。
 ・人権週間において、生徒一人
一人の人権意識が高まるように
講演会を設定する。

7
研究
 人権
・同和
教育

浪崎 11

・人権課題に関するアン
ケート（生徒）
 ・アンケートＱ-Ｕ
 ・別葉への書き込み（教職
員）

A
・人権講演会（交流会）を実施し、生徒の人権意識を高めること
ができた。生徒アンケートと振り返りから地域に住む外国から
来た人への意識の変容が見られた。

・生徒会活動と連携し、引き続き取り組む。
・教職員集団の日々の言動やバイアスをチェック
する機会を職員会議等で設定する。

A

グローバルな時代になり、江津市
にも世界各国から外国の方が多
く暮らしている。文化や生活の習
慣が違う人たちをどのように受け
入れていくかは大切なので、多く
の機会を設けてもらいたい。ま
た、身近な地域での問題に目を
向け、人権意識を高める内容の
取組は良い。

・行事
 ・授業公開日

・講演会後の振り返り

（３）社
会力の
育成

ふるさと・キャ
リア教育の充
実

キャリア発達につな
がる学習を行い、生
徒の発達段階に
あった自己理解を
促す取組を行って
いる。

全教職員年間

・各学年のキャリア発達につなが
る学習を計画・実施する（例）１
年：職業調べ、２年：上級学校調
べ、３年：職場体験、進路選択学
習、その他：日々の生徒との関わ
り（言葉遣い、応答、あいさつな
ど）
 ・各学年のキャリア発達につなが
る学習を通して、生徒の自己理解
を促していく。

8
研究
 キャ
リア教
育

山内 8 6 12
・職場体験事後アンケート
・職場体験後の生徒の振り
返り

B

・職場体験の振り返りから、3年生は体験先を希望する理由を
エントリーシートに記載することで、働くことや働く上で自分が
大切にしたいことについて学びを深めることができている。１年
生と2年生は、3学期以降に職業調べや上級学校調べを行う計
画であるが、事前段階として自分の興味関心がどこに向かっ
ているのかふるさと学習を通して行っている。
・職場体験や市のキャリア教育講演会における生徒の肯定的
な振り返りに対し、職員のキャリア発達への取り組みの振り返
りにおける肯定的割合は55％と低い。

・職場体験学習については、社会教育課、てご
ねっと石見と連携し、今年度同様に取り組みを進
める。また、全学年のキャリア教育に共通して進
めることとして、生徒が自己決定する場の設定を
行う。
・職員への働きかけとして、学校生活における
キャリア教育が左記にある学習だけでなく、日常
における生徒への関わりがキャリア教育につな
がっていることを共通理解する必要がある。

B

生徒にどのような仕事を体験して
もらうか受け入れる企業が悩んで
いるところがあると聞いている。ま
た、職員のキャリア発達につなが
る取組みの振り返りが肯定的で
ないとあるので、改善できるよう
に共通理解へ向けて取組んでい
ただきたい。

・行事
 ・授業公開日

体験活動の実施や
地域で働く人の思
いを聞くことを通し
て、ふるさとへの愛
着を育てている。

全教職員年間

・地域の「ひと・もの・こと」を活用
できるように、計画的に学習活動
を行う。（例）各学年のふるさと学
習の充実。

9

研究
 総合
的な
学習
の時
間

山内
8
 9 5 13

 14

・成果物
 ・活動後の振り返り
 ・県学力調査意識調査

A

・各学年、てごねっと石見と連携し、ふるさと学習を行うことが
できた。地域やふるさとの講師の方の話を聞く機会の確保と、
総合的な学習の時間に、今まで知らなかったことなどがわかっ
たり，自分の生活をふり返ることについて、生徒の振り返りは
肯定的割合が非常に高い。
・職員の振り返りにおいても、コーディネーターと連携し地域資
源を活用した計画の実施や、地域の人の思いを聞く機会の設
定において肯定的評価の割合は高い。（生徒の割合に比べる
と低い）

・地域資源を活用した学習活動が行えるように、
てごねっと石見と連携し、今年度同様に取り組み
を進める。
・複数担任制と同様に、総合的な学習の時間（ふ
るさと学習）についても、学年内での共通理解や
役割分担を行う必要がある。

A

人口減少が加速するなか、ふる
さとに愛着をもち自分のルーツを
大切にして自分自身の核を形成
して成長していってもらいたいの
で、地元でだれがどのような事を
して暮らしているのかを見聞きし
自分自身を見直せるように今後
も指導していただきたい。

（４）信
頼され
る学校
づくり

安全教育の充
実

防災意識の向上の
ための様々な取組
を行っている。

全教職員年間・学期に一回の避難訓練を実施し
防災意識の向上を図る。

10 総務
 総括

堀 10 15 A

・１学期は防災訓練を実施し、体育館の避難所を想定してどん
な行動ができるか学ぶことができた。
・２学期は火災訓練で、消防署の方から避難の仕方を習い、実
際の煙体験で訓練できた。また、起震車体験と消火器の使い
方も体験でき有意義だった。

・引き続き生徒の防災意識の向上を図るため、計
画的に実施する。

A

いつどこで災害が起きるかわから
ないので、今後も災害が起きた時
にとっさに自分がどう行動したほ
うがよいかなど考え行動できるよ
うに指導していただきたい。また、
大きな災害が定期的に発生して
いる現状の中、繰り返し防災意識
の向上を図る取組は必要であ
る。訓練だけでなく、各地で災害
が起きた時はタイムリーに生徒に
伝え、自分のこととして考えられ
るように指導してほしい。

・学校便り

安全意識の向上の
ための様々な取組
を行っている。

全教職員年間

・1年生を対象とした交通安全教
室を行う。
 ・交通安全の意識を高めるため
に、朝礼・終礼（部活終礼）時に交
通安全のルールの徹底と安全タ
スキの着用を呼びかける。

11
生徒
指導
 保健
安全

酒井 11 8 B

・1年生を対象とした交通安全教室を行うことができたが、その
あとに登校中の単独事故があった。
・登下校路の再確認を行った。
・朝礼・終礼（部活終礼）時に交通安全のルールの徹底と安全
タスキの着用を呼びかけ、交通安全意識の高揚を図ることが
できた。

・引き続き生徒の交通安全意識の向上を図るた
め、計画的に実施する。
・これから入学してくる生徒に対しても、1日入学
等を活用して、交通安全意識の向上を図る。

B

自転車に不慣れな生徒が増えて
きているので、小学校からの継続
的な交通安全教室は重要だと思
う。下校時の暗い道への対処を
迅速にしていただき安心できた。
引き続き交通指導をしていただ
き、交通安全の意識を高めてい
ただきたい。

・学校便り

情報モラル教育の
充実のための様々
な取組を行ってい
る。

全教職員年間

・実態把握のためのアンケートを
実施し、指導に生かす。
 ・情報モラル講演会等を活用し
て、実態に即した指導を行う。

12
生徒
指導
 保健
安全

○藤本
 酒井

12 9 16 ・国・県の学力調査 B
・5月に実態把握アンケートを行い、7月は講師の方をお招きし
て講演会を行った。
・個別指導や家庭への啓発も行ってきたが、発達段階に応じ
た継続的な指導が必要である。

・1月の学校保健委員会では、メディアに関する講
演会を計画している。2学期までのメディアコント
ロール週間の結果を活かしながら、実態に即した
指導を行っていく。 B

今後も定期的に講演会を開催
し、啓発を行っていただきたい。
また、メディアコントロールは難し
いが、継続的に指導や啓発を行
うことが大切である。

・行事
 ・授業公開日
 ・学校便り

地域の力を活
用した学習活
動の支援体制
の充実

・地域のひと・もの・
ことを活用した学習
活動の支援体制を
整えている。

全教職員年間
・事前・事後に地域の人たちと教
職員をつなぐ役割を果たし、支援
体制を整える。

13 総務 堀 17 A ・市のコーディネーターと連携して、学年のねらいに即した人材
等を選定する際に助言や支援ができる体制ができた。

・引き続きふるさと江津について学年ごとに学習
を深めていく計画をする。

A

江津市の良さを他の地域の方に
伝えれるように指導していただき
たい。

学校予算の適
正活用

適切で有効な予算
計画を立て､適切な
執行を行っている。

全教職員年間
・前年度の執行状況と本年度の
教育計画から費用と予算を見直
し、適切に執行する。

14 総務
 事務

宇谷 18 A ・必要に応じて予算の見直しを行い適切に執行できた。
・校内の備品等の整理をし有効な予算執行に努めた。

・引き続き適切な予算執行をし生徒支援に努め
る。

A

適切に処理されているので、引き
続きお願いしたい。

・会計監査
（PTA会長）

安全な学校環
境作り

安全な学校環境作
りの取組を行ってい
る。

全教職員年間
・月ごとに安全点検を行い、その
結果を活用して改善する。

15 総務
 総括

○藤本
 堀 12 19 A

・毎月安全点検を行い、修繕箇所だけでなく、気になる箇所に
ついても管理職や学校事務と共有した。
・市教委に適宜報告し、修繕を行った。

・今後も毎月の安全点検を徹底し、管理職、学校
事務、市教委と連携し、安全な学校環境作りに努
める。

Ａ

適切に実施されているので、引き
続きお願いしたい。

・安全点検表

学ぶ場にふさわし
い学校環境作りの
取組を行う。

全教職員年間
・ICT機器などが利用しやすいよ
うにＩCT支援員と連携して、準備・
管理をする。

16 総務
 総括

堀 A ・生徒のタブレットの不具合や教職員の教材作りのサポートや
アドバイスを支援員さんと連携してできた。

・生徒の学習しやすい環境を整え、教職員のニー
ズにあった支援をする。

A

計画に学校環境作りへ取り組ん
でいるので、引き続きお願いした
い。

・行事
 ・授業公開日
 ・学校便り

効果的な情報
発信

家庭、地域に向け
ての定期的な情報
発信や地域行事等
への協力を行って
いる。

全教職員年間

・学校だよりや学年通信を定期的
に発行し、地域のコミュニティーセ
ンターにも情報を伝達する。
 ・配信メールを活用して学校行事
や授業などをできるだけ保護者に
見に来てもらう。

17 総務
 総括

堀 13 11 20 A

・学校だよりの定期的な発行だけでなく、昨年に引き続き地域
のコミセンにも配付して様子を伝えることができた。
・配信メールで学校行事等の案内を紙媒体だけでなく、メール
配信といつでも見ることができるようにフォルダに入れて情報
を共有できるようにした。メールでアンケートを配信して行事等
の参加を募ったがなかなか参加者は増えなかった。

・今後も地域に情報発信を継続して行い、地域と
の関係づくりを工夫する。
・保護者に学校の様子をわかりやすく伝える努力
を続ける。

A
積極的に情報発信が行われてお
り、家庭や地域に伝わる努力をさ
れていることは評価できる。


